Original Article by 坪内, 美奈 et al.
原 著
地域社会づくりに 関わる看護援助方法 の特質
坪 内 美 奈 ( 岐阜県立看護大学)
保健婦 の 実践活動 は, 受 け持 ち地域 に住むす べ て の 住 民 の 健康生活を守 る地域社会 づくり で ある. 本研究 は, 保健婦 が
どの よ うに看護援助を展開 させ て, 地域社会 づくりに貢献 して き た の か , 保健婦 が長年積 み上げてき た
一 地 区の 活動実績 に
っ い て, 保健婦の 援助意図 と そ の 方法を分析す る こ とに より, 地域社会づくりに用 い た看護援助方法 の 特徴を明らか にした｡
援 助対象の 捉え 方 は, 住民 を障害 の 有無等 に か か わ らず, ケ ア の 受領者 ･ 提供者 の 両面 を持 っ 人 と位置づ ける こ と で あ っ
た｡ 具体的な 方法 で は, 住民 と住民, つ ま り人 と人を っ な ぐ こ とが 中核 と な っ て い た｡ つ な ぐ上で は, 交流 や外出に 関わ る
主体性の 確保 と交流 の 条件づくり, つ な い だ後 の 継続 した 援助が大切で あ っ た｡ 看護 で は, 対象 の 自 己実現を支 え る こ とが
大切で あ るが , こ の よ うに, 住民 をケ ア の 受領者 と提供者の 両面を同時 に捉 え, 働 きか け る事 に よ り, 地域社会 の 中で 暮ら
して い く上で の 自己実現 が追求 できて い た｡ そ して , 看護職 は, こ の よ うに住民を捉 え, そ の 理 解 を深 め る こ と に よ り, 援
助方針を修正 し, さ ら に地域社会 づくりの 活動を推進 し て い た｡ こ れらの 保健婦 が用い た 看護援助方法 の 地域 づくりに お け
る意味 は, 直面 して い る健康課題 の み な らず将来起 こ り う る課題を予測 して, 住 民の セ ル フ ケ ア を支 え る こ と で あ っ た ｡ ま
た, 住民同士 の 相互関係性を構築 しな が ら, 地域社会 の 中 で よ り良く生活す る価値観を形成 し, そ れらを通 して地域 の 人的
資源づくりを行う こ と で あ っ た｡
こ れ ら の 看護職 に よ る援助 は, 高齢者や障害者な ど対応が困難 な人 に向けて の 今後 の 対応 モ デ ル づくり とな り , 自立 と連
帯を理念 と し た継続的な地域 づくりの 基盤 とな るも の と考 え られ た｡
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I . 目 的
今後21世紀に かけ て , 社会保障の 枠組みが再構築され,
自立と社会連帯の心が国民に求め られ る 1)中, 誰 もが,
そ の人 に と っ て の 健康で 豊かな生活を追求で きるよう に
支援 して い く こ とが , 看護職に益々求められ て い る｡
行政機関に所属する看護職で ある保健婦 (士)の専門
職と して の 立場は, 地区活動 2) と い う方法に より, 地区
の 状況に即した形で保健福祉事業を応用 して サ ー ビ ス を
展開し, そ の中 で健康生活を守る ｢地域づくり｣ を行う
こ と で ある｡
わ が国の保健婦が創意工夫して 実施してきた地域づ く
りは, ①地域住民の つ ながりを強め, 住民同士の支え合
い を促 し, そ の意識や価値観を育むこ とと②それを基盤
に した地域ケ ア体制づくり の 2側面に整理 で きた 3)｡ こ
れ らの 地域づくり に つ い て は, そ の活動が人々 にと っ て ,
どの よう に豊かさ を手に入れる こと に つ なが っ て き た の
か , 看護学 の観点か らは, 充分 に説明され て い な い ｡ そ
こ で , 本研究で は, 前者①に焦点をあ て , 保健婦の 援助
意図とそ の方法を調 べ る こ と に より, 地域社会づくりに
関わる看護援助の特質を明らか に しようと考えた｡
Ⅱ
. 研究方法
1
. 調査対象
調査対象事象選定の ため, 千葉県内の人口15万人以下
の71市町村の 保健婦 (士) に , 地域 づくりに関するア ン
ケ ー ト 調査を実施した 4)｡ そ の 中か ら, 長い実績があり,
か っ 意図的に地域づくりに取り組ん で い ると判断で きた
4名に面接調査を行い 5) , そ の 中 の A地区 (ll,000人 ,
高齢化率26.3%)の16年間の地区活動事象 に絞 っ た｡
2
. 調査項目と調査方法
1) 地区活動の展開の 構成 : 現行の各保健福祉事業の 開
始時期と実施内容の 概略を保健婦から聞き取り, 各事業
の相互関係を含め地区活動の展開の全体像を調 べ る｡
2) 地区活動に用い た援助方法 :活動展開にお い て , 保
健婦が働きかけた対象, そ の 時期, 保健婦の 意図と行為
を調 べ る｡ 保健婦が ｢地域づくり｣ を意図的に行 っ て き
た成人病教室と地域リ - ビ リ テ ー シ ョ ン (以下, 地域リ
- ビ リ と記す) の実施に あたり配慮や工夫し てきた こと
を保健婦か ら聞き取る｡
3) 地域リ - ビ リ対象者 へ の 個別の 援助方法 :個別援助
意図と行為を調 べ る｡ 対象者15人を個人別に保健婦か ら
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聴取し, 個人情報記録の 確認と, 地域リ - ビ リ時の参加
観察の情報を加える｡
3. 分析方法
1) 地区活動に用い た援助方法の分析
働きかけた対象者別に , ｢意図｣と ｢ 方法｣を併せ て
取り出し, そ の特徴を分析する｡ ｢ 意図｣ に は, 援助喜
要する者と して , 周 りか ら の支え の ｢受け手｣ とい う面
と, 育児や介護を支え る人とし て の ｢支え手｣ とい う面
がある｡ こ れ らを分け て整理する｡ ｢方法｣ は, 働 きか
けた対象と意図の 向きと行為の 内容を併せて整理する ｡
2) 地域リ ハ ビリ対象者 へ の個別の援助方法の 分析
保健婦が , 住民と の 二者関係に お い て対応 して い る事
象で は, 住民どうしを っ なぐ方法が中心とな っ て い た の
で , 事例別に , 住民どうしを っ なぐ上で の個別援助の 方
法の特徴を整理 し, 全体を集約する｡
4. 結 果
1) 地区活動の 展開経過に おける援助
(1) 地区活動の展開の構成
16年間の 地区活動の基礎を, 図 1 のよう に成人保健福
祉事業や母子保健福祉事業に分け て 捉えた｡ 成人面で は,
S 59年に成人病教室が開始され, 母子面で は, 育児支援
教室, 母親学級に加え て , H 4年 に は中学生が保育体験
をする思春期保健福祉体験学習事業を開始して い た ｡ H
5年 に は, 成人病教室の人達に ボ ラ ン テ ィ ア と して 入 っ
て もら い , 地域リ ハ ビ リ を開始し て い た ｡ 活動は, 新 た
に つ く るだけ でなく, 各種の活動を っ なげ七展開して い た｡
成人老人保健福祉事業 母子保 健福祉事業
図1 16年間の地区活動の 基礎
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(2) 保健婦の 援助方法と意図
地域リ - ビリ に ボ ラ ン テ ィ ア と し て参加 して い る成人
病教室受講住民とリ - ビ リ対象の障害者 ･ 虚弱老人に対
して 実施した援助の 方法と意図を表1 にまとめた｡
①成人病教室受講住民
当初の 昭和59年頃は, 1年限り の健康づくり事業と措
い て い たが , ｢学習を継続した い｣ と い う受講住民 の希
望を受け止め, ま た, 住民同士が互 い の存在を励み に し
なが ら, 成人病予防や健康づくり に取り組む セ ル フ ケ ア
を促すため に , 自主グ ル ー プ作りを支援 した ｡
10年を経たH5年に は, 受講住民か ら ｢今度 は, 地域
の ため に還元した い｣ と希望が出された ｡ そ こ で , 受講
住民も高齢に なり , 社会関係が乏しくな っ て い た の で
｢ 閉じ こ もりを予防する｣ 必要性と, 受講住民が援助の
受け手の立場に移行する可能性を考えた ｡ 障害者や虚弱
老人とふ れあう ことは, ｢老い へ の 理解 を深めた り, 悼
害を持 っ て も適切な援助があれば生き生き と生活で きる
ことを実感できるよう に する｣ こととな る｡ 将来, 地域
支援の ｢受け手｣ となる可能性をも っ面を重視して , 也
域リ - ビ リ へ の参加を促 した｡ ま た, 地域の ため に役立
ちた い希望を実現し, 近隣の 障害者や虚弱老人を地域リ
ハ ビ リ に誘 い 出し て もらうな ど, 無 理 の な い範囲で 手助
けで きると い う ｢支え手｣ の 役割を体験さ せ る こと もね
ら っ た｡
こ の方針を採用した背景に は, そ の 頃, ヘ ル パ ー の 利
用相談を持ち込ん だ高齢女性 (後に地域リ - ビリ に参加)
宅を訪問したとき, そ こ に成人病教室の受講住民がい て ,
二 人の 心おきなく話し合えるやりとりを見た のが契機と
な っ て い た｡ こ の町 で は, ｢障害の あ る姿を町の 人に 見
せ たくな い｣ と い う理 由で , 障害者本人 , 家族の 地域リ
ハ ビ リ参加 へ の賛同が得 られずに い た｡ しか し, こ の よ
うな同年代の地域の人が誘うなど住民 どう しの つ ながり
を活か したならば, 障害者本人や家族の 抵抗感を弱め,
閉じ こ もりがちな障害者や虚弱老人を地域の 場に誘う こ
とが可能となる｡ こ れ に より, 地域リ - ビリ は発展し,
町の 重要な資源となる ことが期待で きたか らで ある｡ こ
の よう な経過の中で , 保健婦は ｢友達を っ くる の は年齢
に関係なく , 本来人間が持 つ気持ち｣ と, 高齢者の持 っ
人間関係形成の可能性を見出し, 理解を深め て い た｡
②地域リ ハ ビ リ対象の障害者 ･ 虚弱老人
障害者や虚弱老人に対し て ｢『介護され る人』 で はな
く, 『地域の生活者』 で あ っ て ほ しい｣ と保健婦が考え ,
H 5年 に地域リ - ビ リ を開始した｡
そ の 時 に , 保健婦は, 成人病教室の受講住民と っ な ぎ,
外出 へ の 抵抗感を軽減する こと に より, 障害老人らの 閉
表1 成人病教室受講住民と地域リ ハ ビリ対象者 へ の援助方法と意図
注) ○成人病教室受講住民に 関す る こ と
●地域 リ - ビリ 対象者に 関す る こと
時 期 実施した援助方法 受 け手の 面 へ の意 図 支え 手の 面
へ の 意図
S59 ○住民 どうしを つ なぐ ( 自主 グル ー プ作り の支援) ○健康づ くり学習の 継続希望 の実 現 ○互 い に励み に しな が ら健康 づ くりに 取
り組む関係 の形成
H 2 ○場 と つ な ぐ ( 福祉施設の 見学を実施) ○将来起 こりう る施設入所 の 問題 を予 ○近隣住民 に, 福祉施設 の 正しい 理解 や
○住民 を介して 別の 住民 ヘ の 影響を意図す る ( 家族, 測して , 福祉施設 の 正 しい理解, 老 他者 に世話 を受 ける事 - の 理解を, 伝
友人, 近隣住民に , 福祉施設 に対す る正 しい理解, い る事 - の 理解, 介護 を受 ける 事 の えて いく人材 と して期 待
他者 に 世話を受 ける事 へ の理解が 伝わ る) 心構えが 出来 る よ うに する
H 2
H 3, 4
○話 し合い , 方向性を確認, 共有 ○健康づ くり に向 けて , 主 体的な 取 り
組み の 支援
○疾病予防だ けで なく, 人生 をよ り豊
か に過 ごす生きが い健康 づ くり
H 5, 4 ○住民 どう しを つ な ぐ ( 本人達が 負担 なく で きる 範囲 ○年齢 に と らわれず, 地域 の た め に役 立
の ボ ラ ン テ ィ ア と して , 地域 リ ハ ビリ へ の参 加をす
すめ る)
つ 希望 の 実現
H 5, 5 ○住民 どうしを つ な ぐ ( 同年代の近隣住民 から地域 リ ○成人病教室受講 の 高齢者が持 つ , 人 を
- ビリ ヘ の 参加 をすす め て もらう) 癒 し支 え る可能 性を見出す
○住民 を介 して 別 の住民 へ の影響 を意 図す る (この 人 ○成人病教室受講 の 高齢者が も つ 支 え る
を介 して , 地域 リ ハ ビリ の対象と な る 障害老人及 び
そ の家族 の, 地域 の人前 に 出て い く ( 出す) 抵抗感
や不安感 の軽減 を図 る)
力 を地域 リ - ビ リ に活か す
Ⅲ5,5-10 ○保健婦 の意向 を伝 え, 話 し合う ○地域 リ - ビリ の ボ ラ ン テ ィ アと して 協
力 を得 る
H 5, 1 0 ○●住民 どう しをつ な ぐ ( ○成 人病 教室参加の 高齢者 ○● 閉じ こもり予 防 ○近 隣の 病弱者や 障害者 へ の対応方法 を
に ボ ラ ン テ ィ ア として 地域リ - ビリ に 参加して も ら ○生 きが い や 楽しみ を見出せ る よ う支 学 ベ る よ うに す る
い, 交流 する機会 を つ くる) ( ● 身近に 外 出 し人 と 接 する ○近 隣の 障害者や 病弱者 を気遣 う気持 ち
ふ れあう場 と して地 域 リ - ビリ テ - シ ョ ン を開始) ○障害 を持つ て も, 生き生き と生活 で を支 え る
●住民 を介 して, 別 の 住民 - の 影響を意図す る ( 近 隣 きる事 ヘ の 共感を促す ○ 障害があ つ て も, 生き生きと生活 して
の地域住民 が, 障害が あ つ て も生き生きと生活が 出 ○将来介護 を受け る可能性を予測して, い る 姿が他の 住民 に見え る よ うに する
来 る事 に共感 で き るよ うに す る) 介護 を受 け る こと の 心構え が 出来 る ●障害者同士, 互 い に励ま し合 う仲 間づ
よ うに す る くり
H 5, 10- ○成人病教室受講 の高齢者 の友人 関係 形
成に 対す る保健婦 の見方 の変化
H 7 ○住民 どうしを つ なぐ ( 成人病教室参加 の高齢者 を学 ○地 域の 施設 として の中学校 - の 関心 ○ ｢中学生 は怖 い｣ 印象を払拭 し, 異世
校に 連れ て い き, 中学生 に よ る学校見学 を実施) を高め る 代の 中学生 - の関心 を高 め る
●住民 どうしを つ な ぐ (デ イサ ー ビス 対象者 や 隣町 の ●障害者同士, 互 い に励 まし合う仲間 づ
機能訓練事業参加者と合同運動会実施) くり
○●住民 どう しをつ な ぐ (地域 リ ハ ビリの レ ク リ エ
ー ●屋外で の楽 しみ をもて る よ うに す る
シ ョ ンで 保育園行事に参加 し, 交流 する機会をもつ) ●年齢に関係 なく障害 を持つ もの 同士
●場と つ な ぐ (地域 リ ハ ビリ時 の レ ク リ エ
ー シ ョ ン と
して , そ の 地域 で 地 域住 民 が 営 ん で い る 地域 資 源
(体 験芋掘り)を利用す る)
●住民 どうしをつ なぐ ( 障害者 . 虚 弱老人と特殊学 級
の障害児 と で合 同で 地域資源 (体 験芋掘り) を利 用
した屋外活動 をする)
の交流 に よ り楽 しみ を広げ る
じ こもりを予防し, セ ル フ ケ ア を促すことを考えた｡ 同
時 に , 同様 の 障害を持 っ人同士を つ な ぐこと に より, 互
い に励み に し, 連帯感を高め る ｢ 支え手｣ の面 へ の意図
があ っ た｡ そ の後, デ イ サ ー ビ ス 対象者や , 隣町 の機能
訓練事業参加者と合同で運動会を行い , よ り多様な障害
者同士を っ な い で い た｡ そ の 姿を近隣の住民に見て もら
う こと に よ っ て , 障害が あ っ て も生き生きと生活で きる
こと へ の共感を広める意図が あ っ た｡ Ii 9年に は , 地域
リ ハ ビ リ の レ ク リ エ ー シ ョ ン で 保育園の行事に参加 し,
交流する機会をも っ こ と に より, 異世代セある保育園児
との交流を深めて い た｡
2) 地域リ - ビリ に おける援助方法の 特徴
(1) 地域リ - ビ リ対象者に対する援助意図と方法 (表2
参照)
地域リ - ビ リ対象者の個別の ニ ー ズ に 対応する ことが,
保健婦の 援助の起点とな っ て い た｡ 働きか けた人は, 本
人以外 に , リ - ビ リ対象者の他の メ ン バ ー , 成人病教室
受講住民, さ ら に は, 表 2 の ような関係者で あ っ た｡
本人自身 へ の働きかけ で は, 保健婦との 人間関係形成の
促進, 日常生活の営みを支え健康的な生活に 向け て の意
欲を高める, 人 と の交流を円滑 にする状況を整える, 交
流 の継続を支援する ことを意図した り, 障害者 ･ 虚弱者
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表2 働きか けた対象別にみた地域リ ハ ビリ対象者に向けた援助意図と方法
働 きかけた 人 リ ハ ビリ対 象者本人に 向 けた援助意図の 内容 ( 援助事例ナ ン バ ー)
リ - ビリ 対象 者 本人 との人 間関係 の 形成 . 保健婦との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の促進 (A,C,D ,Ⅰ,L) . 本人 の困り事 に応 え る (妻の痴 呆 (N) . 診 断
本 人 善作成 に関 わる受診 (0). 本人と家族員 との 関係調整 (0))
外出意欲 を支援 し , 家で は 得られない 楽 しみ を見出せ るように する . 地域 リ ハ ビリ等甲参加勧奨 (C,D ,E,∫,K ,L,M ,0)
日常生活 の営 みを支え, 健康的な生活に 向 けて の 意欲 を高 める
･ 助力 を受 ける こと ヘ の 受容を促す(L) . 生活行為を整え る(I,K). 健康向上意欲 を支 え る(F,N) . 本人 の 困り事に 応える(N,0)
人 との 交流 を円滑に する状況を整える . 生活行為 を整 え る(I,K) . 健康 向上意 欲を支え る(F,N)
交流の 継続支援 . 移動の 介助(H,Ⅰ,N). 地域 リ - ビリ - の 気持ち . 希望 の確認(L,N) . 地域リ - ビリ対象者 や成人 病教室 参加 者
との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 促進(A,H ,L,0). 地域 リ - ビリ の 中で, 役割 や趣 味をもて る ように す る(B ,M ,L)
近隣の 病弱者 を支える力を支え る . 近隣 の病弱者 へ の気 遣い . 関心 を促 す(F)
地域 リ ハ ビ リの 外出意欲 . 交 充の 場 へ の 参加意欲を高める
他 の メ ン バ ー ･ 同 じ地 区で, 同性の 同様の 障害を持 つ 人と 一 緒 に地域 リ - ビリ に 誘う ことに よ り参加を促す(L,N)
･ 欠席 したリ ハ ビ リ対象者 へ の 気遣 いや関心 を促 し, 欠席者 が他の メ ン バ ー から忘れられな い よう にす る(D,M)
障害が あつ て も , その 人なりの 生活がで きる
･ 家事 の不 自由さ の 愚痴を言 つ て きた とき に, 同様 の 障害 を持 つ 人から工夫 を話 して も らう(B)
成人病教室受 講 保健婦 との 人間関係の 形成
住民 ･ 成人病教 室受講住民から, 教室受講の F の病状 を心配 して 相談があ つ た時に, 家庭訪問に同伴して もらい, 健康状態を確認する(F)
外出意 欲を支援 し, 家で は得られな い楽 しみを見 出せ るよう にする
･ 地域 に 知人がい な いの で , 近隣の 成人病教室受講住民 から地域リ ハ ビリ参加 をすすめ て もら い外出意欲 を支援 する(G)
･ 家 を往 来す る関係 に あり, 同級生で もある受講住民 から, 地域リ ハ ビリ参加 をすす めて もら い, 人前 に で る抵抗感 を軽減す る(H)
･ 顔 な じみ の 成人病教室受講住民か ら, 地域リ ハ ビリ参加 をすすめて もらい, 地域 リ- ビリ参加に対する不安 と抵抗感 を軽減す る(K)
交;充の継 続支援
･ 同 じ読書 の 趣味をも つ 成人病教室受講住民 に, 図書 の貸 し出しの 役割を担 つ て もらう こと に より, リ - ビリ の場で 本 を読め る よう
に して, 楽しみ に で き る よう にす る(L)
･ 地域 リ - ビ リの 中で , 成人病教室受講住民 がリ ハ ビリ対 象者に つ い て 関心 を寄せ た時 に支持 し, 交流 を促進 する(E,G)
関 係 者 外 出意 欲を支援 し, 家で は得られな い楽 しみを見 出せ るよう にする
( 役場の 福 祉 担 ･ 知 り合い の 福祉課課長 に同伴訪問 して もらい, デ イ サ ー ビ ス 利用をすすめ, 外出意欲 を支援す る(A)
当者, 家庭医, 闘病意 欲を支える
主治医, 受 診予 ･ 病状 の 原因が不明 な ので , 家庭医 に, 専 門医受診 の必要 性 を説明し, 紹介状を出 して もらう(F)
定の 病院婦長) ･ かかりつ けの 専門医から, 検査結果や 治療方針 に つ い て 説明 して もらう(F)
本人 の 望む支援か得 られ るよう にす る
･ 受診 予定の 病院婦長 に受診 に至 る状況 と 本人の 状況 を説明 し, 受診状況を整え る(A) . もつ と訴 えを聞い て ほ しい 本人 の気 持 ち
杏, 主 治医に 伝え る(H) . 足 は悪く て も外 出した い 本人の 希望を主治医に 伝え , リ - ビリ参加 の指示書 をだ して もらう(0)
で あ っ て も, 近隣 の病弱者を支え る力を支え る こ とを意
図して い た｡
リ ハ ビリ対象者の他の メ ン バ - へ 働きか けは, リ ハ ビ
リ対象者本人の外出意欲や交流の 場 へ の 参加意欲を高め
る こと などを意図して い た｡
成人病教室受講住民 へ の働きか け で は, リ - ビ リ対象
者の 外出意欲を支援し, 家で は得 られ な い楽しみ を見出
せる よう に したり, 交流 の継続支援を意図して い た｡
ま た , 主治医など の 関係者に働 きか けで は, 外出意欲
を支援し家で は得られな い 楽しみを見出せる よう に した
り , 本人 の闘病意欲を支えたり, 本人 の望む支援が得ら
れる よう にするなどし て い た ｡
地域リ ハ ビ リ対象者の個別 ニ ー ズ に対応した援助は,
リ - ビ リ対象者本人の ためだ けで なく, 他の メ ン バ ー ,
成人病教室受講住民や関係者 にお い て も, 意味が あるも
の で あ っ た｡
(2) 地域リ ハ ビ リ の他 の メ ン バ ー
障害者 ･ 虚弱者で あ っ て も, 同 じ健康課題を持 っ もの
同士で励ま し合い , 癒 しあう力を引き出して い た｡
(3) 成人病教室の受講住民
軽度痴呆の リ - ビ リ対象者に対して , 保健婦が コ ミ ュ
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ニ ケ - シ ョ ン の 促進の ため に ｢生活者｣ とし て他 の人と
分け隔て なく接することな どは, 受講住民に対して , 要
支援者 へ の対応方法を モ デ ル 的 に示し, 対応方法がわか
るよう に し て交流の 促進を図る意図があ っ た｡ ま た, 受
講住民に対し て , 近隣の 顔な じみ の障害老人を地域リ -
ビ リ に誘 っ て も らうな どは, 近隣 の病弱者 - の気遣い ･
関JL､を促し, 住民 どう しの 見守 り に より安心して 暮らせ
る ことを意図 して いた｡ さ ら に は, 地域リ - ビリ時 に役
割がも て るよう に し, 成人病教室受講住民自身の社会参
加の継続を支援 したり, 受講住民とリ ハ ビ リ対象者と の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 促進を図るなど, 受講住民自身が
生き生きと社会参加で きる よう意図して い た｡
(4) 関 係 者
障害者が希望する地域リ ハ ビ リ に参加で きるよう , 主
治医 (神経難病の専門医) に働きか け, 本人 の望む支援
が得られるよう に する こと ば, 地域リ ハ ビ リ に専門医の
協力を得る こと に つ ながるな ど, 障害者や虚弱老人を地
域で協同して支える協力関係づくりをし て い た｡
Ⅲ
. 考 察
社会福祉の分野で 発展して きた地域づく り の戦略と し
て , コ ミ ュ ニ テ ィ
ー ･ オ - ガ ニ ゼ ー シ ョ ン と い う技術 ･
方法が あり, 地域集団の組織化が コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形成 の
技術的な中心課題で あり, そ れが人々 を主体化させ , 意
識変革をもたらすと言われる 6) ｡
保健婦が住民 に向けた行為と意図を調 べ た結果, 保健
婦の地区活動事象 は, 現象と して は地域集団の組織化と
みえるかもしれな いが , 保健福祉事業を展開して いく上
で も, 住民個々 に働きか ける看護固有の方法が基盤 にあ
る ことを確認 した ｡ 看護援助方法の特徴とし て , 以下 の
4 つ が挙げられた ｡
1. 看護援助方法の 特徴
1) ケア の受領者 ･ 提供者の 両面を捉える
こ野宿動 にお い て 保健婦は, 住民
一 人 ひ とりを看護援
助の対象と して い るが , そ の場合, ケ ア の受領者と提供
者の両面を同時に捉え て い る こ とが特徴で ある｡ そ れ に
より, ケ ア を当面必要としな い人 に と っ て も, ケ ア を要
する状況を自分の事とし て捉え, ｢ 人を支え る｣ こ と を
相手にと っ て だ け で なく, そ の人 に と っ て意味の ある こ
とと し, 地域生活の 中で の自己実現を図る ことが で きる
と考える (図2参照)｡ 支え手の面の意図に , ｢障害があ っ
て も, 生き生きと生活で きる ことを見て も らう｣ が あ っ
たが , それ は, 障害 の ある人に対する人間的理解を深め
る の み で はな い ｡ 誰 に と っ て も障害をおう こと はあり得
る こと で あり, そ の状況に 置かれた場合に も, そ の人が
より良く生きるため の価値観づくり と言え, 自分 の価値
観を持 っ て , そ れ に従 っ て 生活 を充実させ ようとするそ
の人 の 自己実現を支え る 7) 基盤 に なる援助と言える｡
看護婦は, 人を気遣い世話をすると い う自ら の営み に
よ っ て 強化され , 人間的に豊か に な っ て い る 8) と言われ
る ｡ こ の よう な, 人 を気遣い世話する ことを業と して い
る看護職だか ら こそ, ｢ 人を支え る｣ こと に 固有 の意味
その 人の自己実現
図 2 用 い た看護援助方法
がある こ とを知り, 生活事象を通した住民どう しの つ な
がりや支え合い に , よ り豊かな意味づ けが で きると考え
る｡
2) 対象理解に基づ い た活動の 推進
保健福祉事業の展開経過 にお ける援助か ら特徴を検討
すると, 働 きかけた住民 一 人 ひとり の ケ ア の受領者 ･ 提
供者の面に 向かう意図と , それ に加え て , 保健婦が働き
か けた対象の見方を変え る意図が あ っ た｡ 保健婦は, 一
人 ひ とり の新たな 一 面 を見出し, そ の住民 へ の 理解を深
め, それ に基づ い て , 方針を修正し, 柔軟 に , 保健福祉
事業を っ なげ統合した形態で , 活動を推進 して い た｡ そ
し て , 一 つ の 住民 どう しの つ ながりを起点に して , さ ら
に異なる つ ながり に つ な ぎ, 継続し て い た｡ そ うする こ
と で , 様 々 な地域住民と の関係性の 中で , 地域社会の 中
で担える役割や可能性を見出し, そ の住民が も つ 力を発
揮する ことが で きると考え る｡
3) 他者へ の 関心を高めたり, 気遣 い を促す
住民をケ ア の受領者 ･ 提供者の両面を持 つ 人とし て捉
える こと に より, 障害 の有無や年代に こだわ らな い住民
どうしを つ な ぐ方法 を看護援助方法 の 中核と し て い た
(図2参照)｡ つ ま り , 住民 の セ ル フ ケ ア 遂行を支えるた
め に , そ の本人と保健婦との 関係の 中で 解決を目指すだ
け で なく, 別 の住民を介し て働きかけたり, 働きか けた
人を介 して , 他の 住民 へ の良 い影響を意図するなど, 障
害の有無や年代に こ だわらず, 住民どう しを っ なぐ方法
を用い て い た｡
こ の よう に , 住民どう しを つ な ぐ方法を用いる意味は,
他方 へ の関JL､を高めたり, 気遣 いや思いや りを深めるな
ど, そ れぞれ の潜在する能力を引き出す こと に つ な が る
も の で あり, ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 推進と して 求め ら
れ て い る障害者に対する心の壁を取り除い て い く1 0)基盤
に なると考え られる ｡
4) 外出や交流に対する主体性の確保と交流の 条件づく
りと継続支援
地域リ ハ ビリ対象者に対する個別援助方法か ら検討す
ると , そ の 人自身の外出や交流に対する主体性を確保し
なが ら, 同時 に , 交流 の条件づくりと交流の 継続を支援
して い る特徴があ っ た｡ そ れ に加え て , 他者か ら遠ざ け
られやすい人に対し て は, 直接, 保健婦が対応をし, そ
れ を モ デ ル的 に周囲の人 に示すこと に より, そ の人たち
か ら の交流の発信を促す援助を し て い た｡ こ れ ら, 看護
職に よる援助 は, 高齢者や障害者など, 一 般 の人 で は対
応が困難な人たち に 向けて の 対応 モ デ ル づくりとなり,
継続的地域づくりの基盤に なると考える｡
こ れ ら の保健婦が用い て い た看護援助方法の地域づく
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り にお ける意味とし て , 以 下の 2点が考え られた｡
①将来を予測した セ ル フ ケ アカの 向上の支援
看護援助の意図の特徴か ら, 直面し て い る健康生活課
題 に対し て だけ で なく, 将来起こりう る健康生活課題を
予測して , そ の人 の セ ル フ ケ ア を促し て い た｡ 看護で は,
対象 の セ ル フ ケ ア遂行を支援するこ とが重視され て い る
9)
｡ そ れ に立脚 して , あ る 一 時点 の断面的な健康生活課
題に応じ て セ ル フ ケ ア を促すの みならず, 将来, そ の住
民が生活 して い く上で 起 こりうる健康生活上の 問題 ･ 課
題を予測し, そ の 人自らが対応で きるよう に する ことを
重視 して い ると言え る｡
②連帯と よりよく生きる価値観形成と人的資源づくり
もう 一 点 は, 社会連帯とよりよく生きる価値観の 形成
と地域 づくりを推進する人的資源づ くり で ある ( 図3参
照)｡ そ の ため に , 障害者な ど対応が困難 な人を支 える
知識 ･ 方法を持て るよう に したり, 障害があ っ て も, よ
りよく生きるこ とが 出来る価値観を っく っ て い た｡ また,
現在ケ アを要する人を支えて い る人に対 して は, 受け手
へ の 人間的な理解や共感を深めたり, 地域 の 中で 病弱者
や障害者を支え る ことを価値づけ て い た｡ そ して , 住民
が近隣の 病弱者など受け手 へ の気遣い や, 思 い やり の 気
持ちを表した時に は, そ の気遣う気持ちを支え たり, 気
持ちを行動とし て実現で きるよう に する こと に よ っ て ,
そ の 力を発揮で きるよう に支え て い た ｡
そ の こ とが , 世代や障害の有無に こだわ らな い住民ど
う しの 交流を深めたり, 連帯感を高めるな ど, 住民どう
しの 相互関係性の構築を図ると同時に , 地域 づくりを推
人
的
資
源
づ
く
り
図3 住民どうしの 相互関係性の構築と人的資源づくり
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進する人的資源づくりとな ると考えられ た｡
(本論文は, 千葉大学大学院看護学研究科に おける博士
学位論文の 一 部で ある｡ な お , 研究 の 一 部 は, 公益信託
山路ふ み子専門看護教育研究助成基金, 及び, 財団法人
笹川医学医療研究財団より助成を受けた｡)
<引用文献>
1) 社会保障制度審議会: 社会保障体制の再構築 (勧告)
一安心して暮らせ る21世紀の社会を目指 して , 将来を
報告づ ける重要報告集, 日本看護協会出版会 , 3 - 27,
1995
.
2) 平山朝子･ 宮地文子編 :第2版公衆衛生看護学体系
① 公衆衛生看護学総論 1 地区活動論, 日本看護協
会出版会, 118-223, 1997.
3) 山田洋子 ･ 坪内美奈 ･ 高屋順子 ･ 井手成美 ･ 宮崎美
砂子 ･ 平山朝子 :保健婦 (士) の 行う地域づくり活動
の特徴, 第57回日本公衆衛生学会総会抄録集, 319,
1998
.
4) 坪内美奈･ 山田洋子 ･ 高屋順子 ･ 井手成美 ･ 宮崎美
砂子 ･ 平山朝子 :地域づくり に お ける保健婦 (士) の
役割, 第1回日本地域看護学会講演集, 83, 1998.
5) 春山早苗･ 坪内美奈 :保健婦 (士) の 地域づくりに
関する文献検討 , 第2回 目本地域看護学会講演集 ,
130, 1999.
6) 高森敬久他: コ ミ ュ ニ テ ィ ･ ワ ー ク 地域福祉の理
論と方法, 海声社, 1989.
7) 井上幸子他編 :第2版看護学大系6 看護の方法[1]
看護過程の成り立ち, 日本看護教会出版会, 1999.
8) ベ ナ ー ･ ル ー ペ ル 難波卓志訳 : 現象学的人間論と
看護, 医学書院, 1999.
9) 井上幸子他編 :第2版看護学大系1 看護とは [1]
看護に おける人間の理解, 日本看護教会出版会, 1996.
10) 小山幸孝編著:自治体活動の 新展開 人間福祉の 充
実, ぎ ょ う せ い , 1984.
T H E C H A R A CT ERIST ICS O F N U R SIN G C A RE
IN T H E C OM M UNIT Y-BA SED PRACTICE
Mina Ts ubo u chi
Gifu College of Nu r s lng
K E Y W ORDS:
c o m m un lty-ba s ed pr a ctic e, nursl ng C a r e, he alth s e r vice
T his study
'
s aim is to cha r acterize t he slgnific a n c e of nurslng Car e in c o m m u nity
`
zukuri
'
build-
ing(Regional De v elopm e ntfor the c r e atio n of He althand Hap pine ss) by a n alyzing the inte ntio n s
of Public He alth Nu r s e s(P H N) and the a ctu al c a r e methods that they adopt in their c om munity
bas ed pr a ctic e.
W hen de aling with the reside nt, r ega rdless of his o rhe r he althstate, P HNs alw ays r ega rd the m
n ot only a s a r e clp e nt Of c a r e, but als o a s apote ntial pr o vider of care se r vic e s.
T he study finds that the cultiv atio n of a sens e of belo ngl ng and con ne ction s betw e e n reside nts is
the m o st effe ctiv e nu r sl ng Car e m ethod in the c om m u nity ba s ed pr a ctice･ In a c om m u nity
`
z uku ri'
building, it is im po rta nt to enco u r age the r e sident to go o ut in public where they c an m e et pe ople･
while helping the m to le a r nhow to de velop r elationships they ha v einitiated･ T he m e an l ngS Of n u r s
-
ing c are ar e
1) t｡ help the r e side nt be com e bette rpr epa r ed for possible he alth pr oble m sthey m ay enc o unte r in
the futu r e while e n c o u r agl ng them to le a r nho w to be self-reliant･
2) to n u rture a str o nge r s e n s eof c om m u nity a m o ng the residents andhelp the m builda co mm unity
by them selve s.
3) to c ultivate reliable hu m a n reso urc esn e eded to a chie ve the above points.
The study als o c on clude s that s u ch nursl ng C a r e C a nle ad to a m odel c as efo r the de v elopm e nt of
a futu r e c o m m u nity where the elderly a nd the disabled a r e m o r e s elf-r eliant and activ epa rticipa nts .
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